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論文内容の要旨
本論文は人間の視覚パタン認識機構を解明するために，優れた認識機能と表裏一体の関係にある種
々の錯視現象の発生機序を解析したものである。すなわち心理，生理学所見に基づ、いて視覚系の計算
機シミュレーションを行ない，実測データと比較して，錯視現象を解析したもので\内容は 9 章より
なっている。
第 1 章は緒論で視覚系のシステム工学的研究の必要性を指摘し，本研究の目的を述べた口
第 2 章では視覚心理学，生理学所見についてシステム工学的立場から検討し，錯視現象の解析によ
って視覚神経構造が推定できることを述べた。また本論文で提案する視覚モデルの生理学的根拠を明
らかにした口
第 3 章では視覚モデルとして，まず静的・動的側抑制モデルについて記述し，その信滋性を確かめ
た。また視覚神経系が図形認識上重要な特徴抽出機能をもつことを明らかにした。つぎに動物の視覚
系で見出されている刺激運動検出機構(相関機構)を数学モデル化した。
第 4 章では視覚モデルによって幾何学的錯視現象を解析することを目的として， ミュラー・リヤー
(ML) 錯視，ポッゲンドルフ (p) 錯視，ヘルムホルツ (H) 錯視について測定した結果について述
べた。
第 5 章では側抑制モデルを用いて，上記 ML およびP 錯視現象を解析した。その結果モデルによる
理論錯視量と，実測値との間には高い相関が見られ，これらの錯視現象の発生機序が明らかになった。
また錯視現象と図形の特徴抽出機能とは表裏の関係にあることが明らかとなった。
第 6 章では格子図形に関する H錯視現象と対比同化現象とは同ーの神経構造から発生し， しかも，
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ML 、 P錯視と同様側抑機構に由来することを明らかにした。
第 7 章では動的側抑制モデルを用いて運動視について解析した。 2 次元的配列をしている各視覚神
経細胞の運動図形に対する活動形態の解析は従来困難で、あったが，瞬時神経結合関数を導入して解決
した。この結果モデルの信遇、性が確認された。また視覚神経系の時空間応答パタンの推定が可能とな
った。
第 8章では特異な運動視覚現象，コンプリメンタリーイメージ現象を解析し，人間の視覚系にも動
物視覚系と類似の相関機構が存在することを示した。また視覚系では側抑制機構との組み合わせによ
って，特定の鮒可学的特徴をもっ図形が特定方向に運動する場合のみ，これを検出できるような図形
処理機構が構成されていることを示唆した。
第 9 章は本研究の結論であり 上記結果の概要をのべた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，視覚パタン認識装置開発のための手がかりを人間の視覚系にわける情報処理過程に求め
ようとして行なった研究である。まず生理学的知見に基づいて視覚系のモデルを作成し，図形の特徴
抽出機能をもつことを，静止図形，運動図形について確かめている。次に，錯視という特異な現象に
着目し，上記モデルを用いて，種々の錯視現象の定量的解析に成功している。この結果，著者の提案
している視覚モデルは，図形認識に必要な機能と同時に，錯視という特異な特性をも備えたもので，
人間の視覚系のモデルとして信窓性の高いものであるといえる。したがって，この結果は視覚パタン
認識装置開発上重要な手がかりを与えることは勿論であるが，生理学，心理学の分野にも新しい知見
を与えるものである。
以上のように本論文は，図形認識の面で工学に貢献するところが大であり，博士論文として価値あ
るものと言忍める。
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